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し

現 在熊 取 町 に は、周知 の遺 跡 が 34箇 所 あ ります 。

この数字 が物 語 るよ うに、私 た ちの祖 先 は この肥 沃 な土

地 を基 盤 と して営 々 と土地 を開墾 し、産業 をお こ し、 ま

た文化 を築 き上 げなが ら地 域 を発 展 させて きま した。

しか し近年 の高度 経済 成 長 に伴 い、宅地 開発等 が盛 ん

に行 われ 、都 市 化 が進 み、歴 史 を正 しく理 解 して い く上

で欠 くこ との で きな い埋 蔵 文化財 にあ って は この影響 を

強 く受 け、多 くの遺 跡 0遺 構 が破 壊 の恐 れ に直面 して い

る といえ ます。

この よ うな状 況の なか、本 町教 育 委 員会 で は、 開発 申

請者 等 の ご理 解 、 ご協 力 を得 て、 発掘調 査或 は工 事計 画

地 での立会 、 試掘調 査 等 を実施 し、 国民 の共有財 産 で あ

る埋 蔵 文化 財 の実態 の把握 と保存 に努 めて い ます 。

本書 は、 これ らの事 業 の 中で、 昭和 63年 度 中 に国庫 補

助 を受 けて実施 した調 査成 果 を概 要 報告書 と して ま とめ、

発刊 した もの で あ ります。 ご くさ さやかで はあ りますが 、

周辺 地域 史研 究 の為 の 資料 とな り、 わず か で も文 化 財保

護 啓 蒙 に寄 与 で きます れ ば と念願 す る もので あ ります。

最 後 に現地 で の調 査 及 び本 書 の作 成 にあ た って ご尽力 、

ご教 示 を いただ きま した方 々、並 び に関係 各位 に対 し感

謝 の意 を表 します。

平 成 元年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  山 中 長 正

きブリヾは



口例

1.本書は熊取町教育委員会が昭和63年度国庫補助事業

(国 補助率50%、 府補助率25%、 町負担率25%)と し

て計画 し、町史編さん室が担当、実施 した熊取町遺跡

群の調査概要報告書である。

2.調査は、熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井田匡を

担当者 として昭和63年 4月 1日 に着手 し、平成元年 3

月31日 終了 した。

なお、調査における事務及び連絡等については、町

史編 さん室室長 日原進、事務吏員谷口美恵子がお こな

った。

3.調査の実施 と整理 にあたっては、岩根幹一、久世公

一、井手口大作、池辺吉也、岡崎喜一、義本哲司、腕

野登志、富村伊都子、覚野和代、辻本栄子、安福佳代、

大門由香里、安田律子、菅野幸子、岸田治美の諸氏の

協力を受けた。

また、関係各位より多大な協力を得た。明記 して感

謝の意を表 したい。

4.本書中の標高は、東京湾平均海水面を基準 とし、方

位は、地図以外は磁北を示す もの とした。

5.本書の執筆及び編集は、井田がおこなった。

6.調査にあたっては、写真・実測図等の記録を作成す

るとともにカラースライ ドを作成 した。広 く利用され

ることを望む。

7.調査を実施する際に遺構については、検出 した順に

遺構の略称 と番号を組み合わせて呼称することとした。

略称は溝を SD、 柱穴を Pit、 土壌を SK、 その他

の遺構を SXと 呼称 したが、本書中で もこれに準 じて

SD-1、 SK-1と 呼称することとす る。
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熊取町遺跡群発掘調査概要報告書 OⅢ

第 1章  昭和63年度の状況

熊取町域での開発行為 は、年 々増加の傾向にある。 これ らを反映す るよ うに

本年度の文化財保護法第 57条 の 2、 3に基づ く発掘届及び発掘通知 は、 57

件 に も及び、 5遺跡 について 13件の発掘調査を実施 した。立会及び、遺跡の

存否確認のための試掘調査 は 30件 に も及んだ。

文化財保護法第 57条 の 2に 基づ く、民間の開発 によるものは、店舗の建築

や宅地の造成や住宅の建築が大半を占めてお り、文化財保護法第 57条 の 3に

基づ く、公共事業 によるものは、区画整理事業 。下水管埋設道路の新設工事 な

どのほか道路内でのガス管の敷設工事、下水道・上水道の工事が増加 している。

道路内への埋管工事 などについては、主 に開削時に立会を実施 しているが、遺

構面への影響が多いために重要な遺構が存在す る箇所では、遺構面を直接開削

せず に工法の変更などによって遺構の損傷を極力防止す るよ うに指導 している。

今後 は道路を新設す る段階で、全面調査を実施 し、遺構の存在状態や遺物 出土

の状況を把握す ることが必要 と思われ る。

さらに、熊取町で は 500Jを 越え

る開発行為に対 しては周知の遺跡の範

囲外 に対 して も、事前 に試掘調査を実

施 して埋蔵文化財の存在の有無を確認

す るよう指導 してお り、開発者よ り本

年度 は 20件 の試掘調査依頼が熊取町

教育委員会 に提 出されている。

本年度の発掘届 。発掘通知 に基づ く

調査の結果は表 -1、 表 -2に まとめ

たので参照願いたい。 また、試掘依頼

に基づ く調査は表 -3に まとめたので

併せて参照願いたい。

、
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第 1表  昭和 63年 度発掘届 (57条 の 2第 1項 )一 覧

円 跡 (25件 )

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請面 積 備 考

1 野 田2133.2134 泉 州興産 株 式会 社 宅 地 造 成 948. 9 ポ 調査 調査報告第 7集 参照
2 野 田2314 藤 原 一 貫 駐 車場造 成 595. 0 ポ 調 査  調 査報 告 第 7集 参 照

野 田 大阪外環状線 ) 大阪ガス株式会社 ガ ス管埋 設 83.6 ポ 慎 重工事

野 田 2 98- 3 本 林 幹 朗 個 人 住 宅 102.4ポ 調 査  本 書掲 載

五 門 1 33-1,3 1034-3 阪 上 建 治 給油 所建 築 1,388. 3 ざ 調 査  調 査報 告 第 8集 参 照

野 田 1 泉州興 産 株式 会社 下水管埋設 31 1話 立会 遺構 。遺物 な し

7 野 田2326-5 2327-1 近 畿配 管 株式 会社 事務 所建 築 509.7ぽ 調 査  調 査報 告第 9集 参照

大久 保2080-4他 南海 リース興業株式会社 店 舗 建 築 1,224.0 ポ 試掘  遺 構 。遺 物 な し

野 田1095 2175 大阪 ガス株式会社 ガ ス管埋 設 202. 7 ぽ 慎 重工 事

繁予ロヨ2328  2244 大阪ガ ス株式会社 ガ ス管埋 設 118. 0 1ゞ 慎重工事
11 野 田2432-1他 藤 原 政 一 店 舗 建 築 780. 0 ポ 試掘 遺構 。遺物 な し

野 田2327-1 大阪 ガ ス株 式 会社 ガス管埋 設 6.0ポ 慎 重工 事

野 田2133-1 (ま とり泉州興産株式会社 宅 地 造 成 485.3 r 調査 調査報告第 7集 参照

里予[ヨ 2390 藤 原 末 広 個 人 住 宅 410.6ピ 調査 本書掲載

野 田 (大 阪外環 状 線 ) 大阪ガス株式会社 ガス管埋設 1,575. 0 ぽ 慎重工事

野 田2136-1.3 北 川 徳 子 擁 壁 工 事 1,036. O r 調 査  本 書掲 載

17 野 田2321-2 大阪 ガ ス株式 会 社 ガ ス管 埋 設 3.7r 慎 重工 事

五門H39他 2筆 谷和開発株式会社 宅 地 造 成 787. 7 ぽ 試掘 遺構・ 遺物 な し

五 門 H53-5 高松 建設 株 式 会社 宅 地 造 成 330. 6 J 試掘 遺構 。遺物 な し

野 田2198-5 小 畑 茂 夫 個 人 住 宅 132. 2 ポ 調査 本書掲載

21 野 田2198-4 織  田   実 個 人 住 宅 198. 3 r 調査 本書掲載

野 田2198-1 中 岡 英 俊 個 人 住 宅 128.8ゴ 調査 本書掲載

野 田 2133 関西電 力株式会社 電 柱 敷 設 6.0ポ 現在協議 中

五 門 H53-3, 4 高松 建 設株 式 会社 住 宅 建 築 226. 2 ぽ 試掘  遺 構・ 遺 物 な し

里予[ヨ 2298 関西電 力株 式 会社 電 柱 敷 設 7.5ポ 現在 協議 中



大 久保 B遺跡  (5件 )

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請事 由 申請面積 備 考

大久保 425-1他 大 阪 ガ ス株式 会社 ガス管埋 設 232.0 ぽ 立 会  遺 構 。遺 物 な し

27 大久保 地 内 大 阪 ガ ス株式 会社 ガス管埋 設 40.lr 立 会  遺 構・ 遺 物 な し

大久保 50 大阪ガス株式会社 ガス管 埋設 5.OJ 慎重工事

大久保 425-1他 大 阪 ガ ス株式 会社 ガス管 埋設 184.2ぽ 慎 重 工 事

大久保 372 大 阪 ガ ス株式 会 社 ガス管 埋設 53.O J 慎重工事

久

ｌ

ω

ｌ

山 の 下 城 跡 (1件 )

城 跡  (2件
番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請 事 由 申請 面 積 備 考

31 久保 1602,1603 中 嶋 由 一 大学寮建築 974. O r 中 止

久保 1602,1603 花 枝 康 宏 住 宅 建 築 999. 9 ポ 試掘 遺構 。遺物 な し

大浦中世墓地  (2件 )

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請面積 備 考

久保 705-1他 5筆 株 式 会社  大松 合宿 所建 築 974.0ぽ 試掘 遺構 な し

小垣 内1560-1 岡 本 利 雄 宅 地 造 成 330. 3 ご 立会  遺 構・ 遺 物 な し

五 門 北 古 墳  (2件 )

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請 面積 備 考

野 田1880-4 中 川 嘉 助 個 人 住 宅 281.5ポ 立会 遺構 。遺物 な し

五門 448-1他 3筆 株 式会社  み ど りの館 擁 壁 工 事 856.7ポ 現 在 協 議 中

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請事 由 申請面積 備 考

野 田H46 フ ジ住 宅 株 式 会 社 学 生 寮建 設 991  7 ポ 試掘 遺構 。遺物 な し

寺 (1件 )跡法正

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請 事 由 申請面 積 備 考

小垣 内 944-1 宮 形 米 治 共 同 住 宅 696. 2 ポ

垣 内 遺 (2件 )

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請 事 由 申請面 積 備 考

小垣 内 (大 阪外環状線 ) 大阪 ガス株式会社 ガ ス管埋 設 436 0ポ 立会 遺構 。遺物 な し

小垣内 (大 阪外環状線 ) 大阪ガス株式会社 ガ ス管 埋設 276. 0 ポ 立会 遺構 。遺物 な し



降 井 家 屋 敷 跡 (1 )

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請 事 由 申請面 積 備 考

大 久保 19-2 坂上彦春  坂上信彦 個 人 住 宅 351.0 ポ 調査 近世遺物 出土

大 久保 A遺 跡  (1件 )

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申 請 事 由 申 請 面 積 備 考

大 久 保 1726-1 坂 上 楠 雄 共 同 住 宅 705. 0 ピ 試 掘  遺 構・ 遺 物 な し

屋紺 跡 (1件 )

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請面積 備 考

大 久 保 54 124 大阪ガス株式会社 ガ ス管埋設 229. 3 ポ 立 会  遺 構 。遺 物 な し

大 久 保 C遺 跡 ( 1 )

番 号 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請面積 備 考

大久保44-3 泉州 ハ ウ ジ ング lal 共 同 住 宅 229. 3 ゴ 試掘 遺構 。遺物確認

―

ト
ー

口 無 池 遺 跡  (1件 )

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請事 由 申請 面積 備 考

紺屋 117-1 阪 上 兼 三 個 人 住 宅 639. 4 ぽ 調査 本書掲載

大久保 D遺 跡  (2件 )

番 号 甲 請 地 杏 申 請 者 申請事 由 申請面 積 備 考

大久保 323他 4筆 小 西 恵 子 共 同 住 宅 997. 2 ピ 調 査  調 査報 告 第 10集 参 照

大久 保 150 大阪 ガス株式会社 ガ ス管埋設 7 ピ 立会 遺構・ 遺物 な し

第 2表  昭和 63年 度 発掘通 知 (57条 の 3第 1項 )一 覧

遺 跡 名 申 請 地 番 申  請  者 申請事 由 申請面積 備 考

大久保 B遺跡 大久保 425-1他 33筆 熊取 町長 下 中 融 区画整理事業 11,731.95rピ 調査 調査報告作成中

降井家屋敷跡 大久保 1835-1.2 熊取町長 下中 融 地 下 埋 設 物 16.5ピ 立会 遺構 。遺物な し

東 円寺跡 小垣内 1-1 大阪府水道企業管理者 水 道 管 埋 設 2,037 ぷ 慎重工事

小垣 内遺跡 国道 170号 大阪府水道企業管理者 水 道 管 埋 設 2,067 r 慎重工事

坊主池 大久保 1835-1.2 熊取町長  下 中 融 池 堤 改 修 5.6 筋 立会 遺構・遺物な し

奥の池 久保2873-2 大阪府泉州耕地事務所 池 堤 改 修 0.9 筋 立会  遺構 。遺物 な し

七 山濁池 七 山 598-1.2 熊取 町長  下 中 融 池 堤 改 修 1.6 筋 立会 遺構・遺物な し

柿 谷 池 七 山1529-1.2 熊取町長 下中 融 池 堤 改 修 0.9 筋 立会 遺構・遺物な し

清水上池 /1ヽ 谷 308-1. 2 熊取 町長  下 中 融 池 堤 改 修 0.44筋 立会  遺構・ 遺物 な し
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第 3表   昭和 63年 度試 掘 依頼 一 覧

番 号 申 請 地 番 申 請 者 申請事 由 申請面積 備 考
1 大久保 562-4 源    重  治 マンション 建 築 506. 7 ポ 立会 遺構 。遺物 な し

七山1902他 32筆 七山病院 本多 浄 病 院 増 築 22,660 ご 試掘 遺構 。遺物 な し
野 田 786 三陽ハ ウス株 式会社 住 宅 建 築 900. 01イ 試 掘  遺 構・ 遺 物 な し
野 田2066-8.9 山 本 英 達 個 人 住 宅 701. 8ぽ 試掘 遺構 。遺物 な し

5 久保 1451他 5筆 森   栄 三 大 学 寮 建 築 998. 51ゞ 試掘 遺構 。遺物 な し
久保 H14-1 橘 織 物 株 式 会 社 大 学 寮 建 築 913. 0♂

7 野 田 644.1173他 2筆 田 中 幸 作 造 成 工 事 930. 3 rF 試掘 遺構 。遺物 な し
野 田 907-1.904-4 大 屋 正 信 マンション 建 築 675.1ぽ 立会 遺構 。遺物 な し

9 大久保77 大 阪府 岸和 田土 木事務 所 道路改良工事 700. 01イ 立会 遺構 。遺物 な し
10 大久保 1209 尾 崎 助 松 大 学 寮 建 築 816. 0ポ 試 掘  遺 構 。遺 物 な し
11 久保 447.481 北 本 善 男 大 学 寮 建 築 573. O rr 試掘 遺構・ 遺物 な し
12 大久保 1208-2 阪 上 富 蔵 大 学 寮 建 築 801. 1♂ 試掘 遺構 。遺物 な し
13 久保4070-1 株式会社 谷和開発 マンション 建 築 3,637. 3ぽ 試掘 遺構 。遺物 な し
1  4 久保 1038他 4筆 熊取町長 下中 融 道 路新 設 工事 1,140. 0ポ 試掘 遺物 な し
15 野 田 907-1.904-4 大 屋 隆 信 共 同住 宅 建 築 829. Orゴ 試掘 遺構・ 遺物 な し
16 五 門  803 田 中 吉 一 大 学 寮 建 築 666. Orゴ 試掘 遺構 。遺物 な し
17 久保 947-1他 3筆 泉州 ホーム株式会社 造 成 工 事 998. 91ド 試掘 遺構 。遺物 な し
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第 2図  調査地位置図
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第 2章 東円寺跡の調査

第 1節  本年度の調査 について

東円寺跡では本年度 9件 の発掘調査を実施 したが、それぞれの調査区につい

て調査を実施 した順 に、西暦の下 2桁 を組み合わせて 88年 -1区 ・ 2区 と呼

称す ることとした。調査区は民間の開発 に起因す るものが、東円寺跡 88年 一

1区・ 2区・ 4区・ 5区・ 6区 で、個人の住宅建築などに伴 う発掘調査が、東

円寺跡 88年 -3区 ・ 7区・ 8区 。9区 であ る。

本書では東円寺跡 88年 -3・ 7・ 8。 9区 の調査結果を掲載 しているが、

民間の開発行為に伴 う発掘調査 について は、既 に個 々の調査の調査概要報告書

が発刊 されているので併せて参照願 いたい。

第 2節  東円寺跡 88年 -7区 の調査

① 位置 と地理的環境

東円寺跡 88-7区 は

小字名ではた らりに当た

る地点である。調査地の

周囲の地形 は北側 は丘陵

への裾野で南 に位置す る

大井 出川・住吉川に向か

って、その標高を徐 々に

下げている河岸の段丘面

にあたる。

② 調査の概要 第 3図  東円寺跡 88年 -7区 調査区設定図

調査 は調査申請地内に 1本 の トレンチ と 3ヵ 所の グ リッ ドを設定 して実施 し

たが、 トレンチ内で遺物及び遺構を確認 したので遺跡の性格を追及す るために

拡張 して実施す ることに した。拡張 した調査区内では、中央 に 5m毎 に杭を う

EIl
第 2グ リッド

第 1ト レンチ

…
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ち調査地区の地区割 りを実施 した。南北方向はア

ラビア数字 による地区名で呼称 し、 1・ 2・ 3・

4と 表 し、東西方向 は東側を E区 とし西側をW

区 と呼称す る事 とす る。本書 中で も遺構の位置等

の表 し方 は、 これ に準 じてWl、 E2と 表す事 と

する。 また、今回の調査地での南北の基準線 は東

へ 37° S、 っている。なお、 この調査区の周辺 に

3ヵ 所設定 したグ リッ ドか らは遺構及び遺物 は確

認で きなか った。

③ 検 出遺構

調査地で は厚 さ約 2 0cmの 耕土層を除去す ると、

厚 さ 1 0cmに もみたない整地層を検 出 し、 この整

地層を除去す ると遺構が検出で きた。遺構 はすべ

て地山に削 られた ものであ った。近世遺物が極端

に少ない ことか ら近世以降に削平を受 けているも

の と思われ る。以下検出遺構 について述べ る。

SK-1

SK-1は 調査区WElで 検出された土壊で、

長軸 は 2.4mを 測 り、短軸 は lmを 測 る。深 さ

は約 5 0cmを 測 る。埋土 は黄褐色粘質土である。

遺物 は瓦質の甕の破片が数点 出土 している。

SK-2

SK-2は 調査区W2で 検 出された柱穴で、長

軸 は 8 0cmを 測 り、短軸 7 0cmを 測 る、深 さは約

3 0 cmを 測 る。埋土 は黄褐色粘質土である。遺物

は出上 していない。

H輸

第 4図  東 円寺跡 88年

-7区 調査区平面図

Q強 ⊇ Q:
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SK-3

SK-3は 調査区W2

で検出された柱穴で、長

軸 は 1.6mを 測 り、短

軸 7 0 cmを 測 る。深 さは

約 4 0cmを 測 る。埋土 は

黄褐色粘質土である。遺

物 は出土 していない。

SK-4

SK-4は 調査区WE

2で検出された柱穴で、

長軸 は 2mを測 り、短軸

lmを測 る。深 さは約 5

0 cmを 測 る。埋土 は黄褐

色粘質上である。遺物 は

瓦質の甕の破片 と瓦器の

破片が少量出土 している。

SX-1

SX-1は 調査区WE

5で検出された柱穴で、

長軸 は 4.5mを 測 り、

短軸 3mを測 る。深 さは約

遺構の上面で石臼が出土 し

Pit

柱穴を 8基検 出 してお り

遺物 は出土 していない。

第 5図  東 円寺跡 88年 -7区 出土遺物

3 5cmを 測 る。埋土 は黄褐色粘質土である。遺物 は

たほか、瓦質の甕の破片などが出土 している。

、径 は 1 8cm前 後を測 り、深 さは 2 0cm前 後を測 る。

ヽ 1● : .
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④ 出土遺物 (第 9図 1。 2・ 3・ 4・ 5・ 6)

出土遺物 はすべて破片で出土 したが、その大半 は包含層内よ り出土 した。

1は瓦質の甕の体部の破片である。外面に多方向への刷毛 目が施 され、内面 に

はヘ ラによる粗い調整がなされている。 2も 瓦質の甕である外面 に刷毛 目が施

されている。 3は瓦質の羽釜の羽根部である。内面 に刷毛 目と見 られ る調整が

なされてお り、堅 く焼かれている。 4は瓦質の こねばちである。内面に刷毛 目

が見 られ る。やや軟 らか く 2次 的な焼成を うけて いる。 5はす りばちであるが

産地 は不明である。 6は瓦質の こねばちである。 内面に多方向へのナデがみ ら

れ る。第 5図 は石臼で時期 は不明であ る。

⑤ 小結

当該地で は遺物 と遺構を確認で きた。遺物 は主 に中世の遺物であるが、遺構

に伴 った遺物 は微量で遺物 によって遺構の時期を推定す ることはで きない。 し

か し地山に直接削 られた遺構 と耕土以下 1 0cmに みたない旧整地層か ら判断す

ると遺物の時期である 15世紀以降に削平 された ものであると思われ る。 また

旧整地層 も掘削を うけているらしく『耕作地の確保』のために くりかえ し削平

をお こな った もの と思われ る。

-12-



第 3節  東円寺跡 88年 -8区の調査

① 位置と地理的環境

東円寺跡 88-8区 は野田区公

民館の南側約 30mに 位置 し、周

囲の地形は南に位置する住吉川・

大井出川にむかってその標高をか

なり急にさげている地形で、河岸

の低位段丘面にあたる。

② 調査の結果

調査 は調査申請地 内に 3m× 4

mの 第 1グ リッ ドと 2.5m× 2.

5mの第 2グ リッ ドを設定 して実

施 した。

第 1グ リッ ドでは溝を 1条 と柱

穴を 15基検出 した。層序 は表土

が約 3 0cmで その下面 に 3 0 cmの

淡紫灰色粘砂土が存在 し地山に至

る。遺構 はすべて地山を直接削 っ

ている形で検出 した。 出土遺構 と

しては瓦器・ 東播系 こねばち 。瓦

質の甕などですべて破片である。

第 2グ リッ ドでは溝を 1条 検出

した。層序 は表土が約 3 5cmで 以

下暗黄褐色粘質 シル ト層・ 黄褐色

シル ト層・ 浅灰褐色砂層 。明黄橙

色 シル ト層 0細 砂層 (に ぶい灰色 )・

砂層 (に ぶい暗灰褐色 )・ 灰色粘

第 6図  東円寺跡 88年  L可 可下ギ

ー 8区調査区設定図

1            1           1

1            1           1

-〇 一

〇

―

‐

―

中

第 7図  東 円寺跡 88年 -8区 出土遺物

第 1グ リッド
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質土 と堆積 し地山に至 る。

出土遺物 として第 9図

に図示 し得たのは 5点で

ある。 9。 10・ 11は

須恵器で 9は 杯で、 10

・ 11は杯蓋である。

10は 内面 にろ くろ調

整のを施 してある。 11

は外面にろ くろによる調

整がみ られ、端部 は丁寧

に調整 してある。内面の

調整 はやや粗雑である。

7は SD-1で 出土 した

瓦器小皿で外面 は一条の

横ナデを施 し、底部 は指

おさえを施す内面にはヘ

らによる暗文が施 されて

いる。

第 7図 は結晶片岩製の

石棒である。端部 には加

工の痕がみ うけ られ る。

この石棒 自体が加工 され

たのか、加工す る道具 と

して使用 されたのかはわ

か らない。 0             1             2m

第 8図  東 円寺跡 88年 -8区 平面図及び土層図

③ 小結

当該地では奈良時代から近世に至るまでの遺物を確認できた。遺物は主に中

世の遺物であるが、奈良時代の遺物 として須恵器の杯蓋・杯身を出土 している。
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1～ 6 東円寺跡88年-7区出土遺物

7～ 1 東円寺跡88年-8区出土遺物

12  東円寺跡88年-9区出土遺物

第 9図 東円寺跡 88年 -70809区 出土遺物



東円寺跡 出土の須恵器 については、昭和 62年度の調査 として実施 した東円寺

跡 87年 -1・ 2区において も出土 してお り、今回の調査区がその南側 30m

の地点 に位置 していることか ら、当時の生活範囲である集落が段丘上のみな ら

ず さらにその範囲が南側へ広が ることも想定で きる。 また、 SD-1・ 2は 中

世の溝 と思われ るが、灌漑を 目的 としたのか、土地を区画す るために掘削 され

たのかはわか らない。今回の調査によって、住吉川 。大井 出川側の標高の低い

地点 に も遺構が存在す ることが確認で きた。今後 も継続 して調査による資料の

蓄積をお こない具体的な歴史像の把握が必要である。

第 1グ リッド

② 調査の概要

調査は調査申請地内に、幅 lm、

長さ 16mの トレンチを 1本 と 2.

5m× 3mの第 1グ リッドと 1.5

m× 2mの第 2グ リッドを設定 して、
リッド

0｀          5m
l 1 1 1 1 1

面に 1 0cm程 度の旧整地層が存在 じ

地山に至 る。遺構 は地山を直接削 っ

第 10図  東円寺跡 88年

-9区 調査区設定図

ている形で検 出 した。出土遺物 としては羽釜の破片などですべて破片である。

第 1ト レンチ

ロ
フ

第 4節  東円寺跡 88年 -9区の調査

① 位置と地理的環境

東円寺跡 88-9区 は小字名で

は中曽根に当たる地点である。周

囲の地形は南に位置する住吉川・

大井出川にむかってその標高をか

なり急にさげている。

-16-



第 1グ リッドでは溝を 1条検出した。層序は盛土が約 2 5cmで その下面に 5

cmの 旧整地層が存在 し地山に至る。遺構は地山を直接削っており、出土遺物 と

しては瓦器 。東播系こねばち・瓦質の甕などですべて破片である。

第 2グ リッドでは遺構、遺物は検出できなかった。層序は表土を除去すると

す ぐに地山を確認 した。

出土遺物で図化 し得たのは、第 9図 の 12のみである。 12は羽釜で反転復

元口径 3 1cmを 測る。日縁部外面に二条の調整が見 られ内面には多方向への刷

毛目がみうけられる。

第 3章  その他の遺跡の調査

第 1節  回無池遺跡 88年 -1区 について

回無池遺跡は昭和 62年 度に実施 された道路拡幅工事 に伴い、発見 された遺

跡である。今回の調査で は申請地内に 1.5m× 3mの グ リッ ドを 2ヵ 所設定

してお こな った。遺物包含層 は確認で きたが、遺構は確認で きなか った。今後

も口無池遺跡では住宅の改築に伴 う調査が、実施 され るだろ うが、狭小な調査

区で も調査を積み重ね ることによって、資料が蓄積 され ることと思われ る。

第 2節  降井家屋敷跡 88年 -1区 について

降井家屋敷跡 88年 -1区 は重要文化財降井家書院の東側 50mの 地点であ

る。調査 は幅 1.5m長 さ 3mの トレンチを 1本設定 してお こな った。遺物包

含層 は確認で きたが、遺構は確認で きなか った。

-17-



第 4

昭和 63年 度の調査の概要 は前述の とお りであるが、調査区別にまとめると

東円寺跡が 9ヵ 所、降井家屋敷跡、 口無池遺跡、大久保 B遺跡、大久保 D遺跡

が各 lヵ 所の合計 13ヵ 所の調査を実施 した。以下各遺跡の今年度の状況を簡

単 にまとめ ることとす る。

東円寺跡 においては昭和 57年 に大阪府教育委員会 によ って、国道 170号

線 (現在の大阪外環状線 )の 建設 に伴 う調査が初めて実施 されてか ら、 5年 目

を迎えた。本年度の調査 において もまた新たな知見が得 られた。個人住宅の建

築に伴 う調査では、東円寺跡の範囲の南半部 にあたる旧集落内での住宅の建て

替えに伴 う調査を実施 したが、そのいずれにおいて も良好な包含層 と遺構を確

認 している。 また、民間の開発に基づいて実施 した調査ではほぼ完形品の瓦器

婉や瓦器の破片などの中世遺物が出土 し、瓦器婉 と中世遺物 についてのかな り

良好 な資料を得 ることがで きた。 さらに遺跡の範囲が東側 に広が る可能性 も出

て きた。

東円寺跡以外の遺跡 において も知見が多 く得 られた。大久保 B遺跡 。大久保

D遺跡での調査においては、弥生土器の高杯や壺の破片やサヌカイ ト製の石鏃

石錐・ 泥岩製の磨製石斧などが出土 しているが、 この ことか ら判断す ると周辺

に弥生時代の集落が存在す る可能性の濃 さは否めない ところである。

熊取町内では今年度 も前年を上回る開発行為が実施 された。年 々発掘届の件

数 も開発件数の増加に比例 して増加 してお り、本年度の届出件数 は前年比の約

2割 り増 しである。 これ らの状況 は間接的にではあ るが、開発増加の最 も大 き

な要因である関西新空港が完成後 も長 く続 くもの と思われ る。今後 はこうした

状況をぶヽまえて開発行為の増加 に伴 う発掘件数の増加 に対応で きる体制が必要

であるが、それに加えてひろ く一般 に文化財を活用で きる形で還元 してい くこ

とが今後の課題であ り、それが文化財行政の役割であると考え る。

以上昭和 63年度の調査状況および今後の課題 について とりま とめ記 したが、

最後 に上述 した とお り、今後 も文化財の保存 と調査 について十三分な配慮が早

急に必要であることを関係各位 にお願 い しておわ りとしたい。

立早 めとま
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第 4表 熊取町遺跡群 周知の遺跡一覧表

No 遺  跡  名 種   類 時   代 そ の 他

1 降井家書院 書 院 跡 室町～江戸時代 国指定 重要文化財

中家住宅 屋 敷 跡 室町～江戸時代 国指定 重要文化財

来迎寺本堂 寺 院 鎌倉時代 国指定 重要文化財

池ノ谷遺跡 旧石 器散 布 地 旧石器時代

甲田家住宅 民 家 江戸時代

東円寺跡 寺 院 跡 弥生～江戸時代 平安末期の創建

城ノ下遺跡 城 郭 跡 室町時代

成合寺遺跡 墓 地 室町時代

9 高蔵寺城跡 城 郭 跡 室町時代 高倉寺城ともいう

雨山城跡 城 郭 跡 鎌倉時代

五門遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

五門北古墳 古墳参考地 古墳時代

五門古墳 古墳参考地 古墳時代

大浦中世墓地 墓 地 室町時代

久保城跡 城 郭 跡 鎌倉時代

山ノ下城跡 城郭参考地 鎌倉時代

大谷池遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

祭礼御旅所跡 祭 礼 跡 室町時代

正法寺跡 寺 院 跡 鎌倉時代

小垣内遺跡 寺 院 跡 江戸時代 小垣内毘沙門堂跡

金剛法寺跡 寺 院 跡 室町時代

鳥羽殿城跡 城 郭 跡 室町時代

墓ノ谷遺跡 寺 院 跡 室町時代

花成寺跡 寺 院 跡 室町時代 華成寺ともいわれる

降井家屋敷跡 屋 敷 跡 室町～江戸時代

大久保A遺跡 散 布 地 江戸時代
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No 遺  跡  名 種 類 時 代 そ の 他

27 下高田遺跡 条 里 跡 鎌倉時代

28 大久保 B遺跡 集 落 跡 弥生～江戸時代

紺屋遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

白地谷遺跡 散 布 地 室町～江戸時代

31 大久保 C遺跡 散 布 地 室町～江戸時代

千石堀城跡 城 郭 跡 室町時代

口無池遺跡 散 布 地 平安～江戸時代

大久保 D遺跡 散 布 地 鎌倉～江戸時代

※この一覧表は昭和61年 4月 1日 大阪府教育委員会発行の文化財分布図に従って作成されてい

ます。

※昭和61年 4月以降の周知の遺跡の加増及び範囲の拡大は文化庁長官宛の遺跡発見届に基づい

ています。

※この一覧表は昭和63年 3月 31日現在のものです。

※町内の溜池はすべて周知の遺跡と同等の扱いとなります。

※水田は一部条里遺構を残 しているので周知の遺跡と同等の扱いとなります。

※旧街道も周知の遺跡と同等の扱いとなります。
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